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伊
文
神
社
で
は
、
古
く
か
ら
疫
病
除
け

の
た
め
の
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

背
に
御
幣
を
立
て
て
神
様
を
宿
し
た
神
馬

や
、
牛
に
乗
っ
て
女
装
し
た
神
職
、
子
ど

も
た
ち
に
囃は

や

し
立
て
ら
れ
た
獅
子
舞
が
行

列
を
作
っ
て
町
を
巡
る
と
い
う
も
の
で
す
。

戦
国
時
代
に
な
る
と
、
当
時
の
西
尾
城
主

・
田
中
吉
政
が
白
木
の
み
こ
し
を
伊
文
神

社
に
奉
納
。
御
神
体
が
乗
る
み
こ
し
が
町

を
巡
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
天

王
町
獅
子
舞
や
、
町
人
が
大
名
の
格
好
で

練
り
歩
く
肴
町
大
名
行
列
、
中
町
大
屋
形

な
ど
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

約
３
０
０
年
前
、「
六
ケ
町
」
と
呼
ば
れ
る

天
王
町
、
肴
町
、
中
町
、
横
町
（
現
在
の

幸
町
）、本
町
、
須
田
町
の
６
つ
の
町
を
中

心
と
し
た
町
人
た
ち
が
、
神
様
へ
の
奉
納

の
た
め
に
始
め
た
行
事
で
す
。

延
宝
９（
１
６
８
１
）年
～
享
保
９
（
１

７
２
４
）
年
に
西
尾
藩
主
を
務
め
た
土
井

利と
し

意も
と

は
祭
り
の
際
、
町
人
が
み
こ
し
を
担

い
で
城
の
本
丸
に
立
ち
入
る
こ
と
や
大
名

の
格
好
を
す
る
こ
と
を
許
可
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
異
例
の
こ
と
で
し
た
が
、

伊
文
神
社
へ
の
崇
敬
と
年
に
一
度
の
祭
り

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
配
慮
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
藩
主
た

ち
も
費
用
を
援
助
す
る
な
ど
、
祭
り
を
奨

励
。
ま
た
、
純
粋
な
町
人
の
祭
り
と
し
て

武
士
の
介
入
を
禁
じ
た
た
め
、
武
士
は
屋

敷
か
ら
行
列
を
眺
め
る
だ
け
だ
っ
た
と
い

う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
歴
代
藩
主
の

粋
な
計
ら
い
も
あ
っ
て
祭
り
は
次
第
に
盛

ん
に
。
江
戸
時
代
中
期
に
は
そ
の
盛
大
さ

か
ら
、
京
都
の
祇
園
祭
を
思
い
起
こ
さ
せ

る
も
の
と
し
て
「
西
尾
の
祇
園
祭
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
城

下
町
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
現
代
ま
で
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の「
西
尾
祇
園
祭
」は
、
昭
和
３６
年

に「
西
尾
ま
つ
り
」と
し
て
初
開
催
。
ち
ょ

う
ち
ん
パ
レ
ー
ド
な
ど
の
催
し
と
、
伊
文

神
社
み
こ
し
や
大
名
行
列
な
ど
の
伝
統
の

祭
り
を
合
わ
せ
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
７
年
に
は
、
市
民
総
踊
り
「
踊
ろ
っ

茶
・
西
尾
！！
」
を
開
催
。
毎
年
１
０
０
０

人
以
上
が
参
加
し
、
祭
り
の
最
終
日
を
盛

り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
ま
し

た
。
平
成
２２
年
に
は
、
本
来
の「
祇
園
祭
」

の
姿
を
後
世
に
継
承
し
て
い
こ
う
と
「
西

尾
祇
園
祭
」
に
改
称
。
４
０
０
年
の
歴
史

と
新
た
な
魅
力
が
融
合
し
、
毎
年
２０
万
人

以
上
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
一
大
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
祭
り

歴
代
藩
主
が
奨
励

現
在
の「
西
尾
祇
園
祭
」

六
万
石
城
下
町
の
夏
を
彩
る

約
４
０
０
年
間
続
く「
伊
文
神
社
み
こ
し
」、
時
代
絵
巻
さ
な
が
ら
に

練
り
歩
く「
大
名
行
列
」、大
勢
の
参
加
者
が
迫
力
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
繰
り
広
げ
る「
踊
ろ
っ
茶
・
西
尾
！！
」な
ど
、
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

六
万
石
の
城
下
町
が
熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。
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筒井　栄一
祭礼長

肴町

肴町で生まれ、父親が参加する姿を見て育ち
ました。私も小学生になる前から参加していま
す。現在は息子が毎年参加してくれるのがうれ
しいですね。
大名行列はまちの伝統行事です。これからも
続けていきたいのですが、高齢化により町では
担い手が減ってきて
います。伝統を守る
ため、祭りの魅力や
楽しさを伝えて参加
者を増やしたいです
ね。希望者はぜひお
声掛けください。

まちの伝統を次世代に

西
尾
祇
園
祭
の
中
心
的
な
行
事
で
す
。

伊
文
神
社
の
御
神
体
が
み
こ
し
に
乗
り
、

市
街
地
を
巡
っ
て
歴
史
公
園
内
の
御み

つ
る
ぎ劔
八

幡
宮
ま
で
渡
御
し
ま
す
。
御
劔
八
幡
宮
に

た
ど
り
着
い
た
み
こ
し
は
御お

た
び
し
ょ

旅
所
で
一
夜

を
明
か
し
、
伊
文
神
社
へ
帰
り
ま
す
。
明

和
４（
１
７
６
７
）年
に
京
都
で
造
ら
れ
た

み
こ
し
の
重
さ
は
約
４
５
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
。

西
尾
中
学
校
卒
業
生
な
ど
の
厄
男
に
よ
っ

て
担
ぎ
出
さ
れ
ま
す
。
所
々
で
取
る
休
憩

の
間
、
人
々
は
御
神
体
が
乗
る
み
こ
し
を

参
拝
し
、
下
を
く
ぐ
り
抜
け
ま
す
。
夏
病

み
し
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

約
３
０
０
年
前
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、

奴や
っ
こ

と
呼
ば
れ
る
町
人
が
大
名
の
格
好
で
武

具
を
持
っ
て
練
り
歩
き
ま
す
。
使
用
す
る

武
具
は
、
江
戸
時
代
に
九
州
な
ど
で
実
際

に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
。
お
駕か

籠ご

や
先
箱
、

長
持
、
見
通
し
、
大
鳥
毛
、
台
笠
な
ど
種

類
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
現
在
ま
で
大
切
に
受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
大
名
を

先
頭
に
、
大
人
大
名
、
西
尾
中
学
校
の
生

徒
に
よ
る
長な

ぎ

刀な
た

隊
が
続
き
、
１
０
０
人
以

上
の
大
行
列
で
市
街
地
を
進
み
ま
す
。
平

成
２８
年
に
は
、
西
尾
城
の
鍮ち

ゅ
う
じ
ゃ
く
も
ん

石
門
を
通
過

す
る
、
か
つ
て
の
姿
が
復
活
し
ま
し
た
。

伊
文
神
社
み
こ
し

肴
町
大
名
行
列

本厄の祭礼長として本番に向け準備していま
す。みこしを担ぐのは西尾中学校卒業生が中心
の約２００人。祭りの高揚感を感じるのはもちろん、
同級生と顔を合わせることで学生時代に戻った
ような気分になり、とても楽しいひとときです。
一方、歴史ある神事の担い手として、身の引き
締まる思いもありま
す。約１年前から始
めた準備は大変でし
たが、当日は祇園祭
の「主役」として、晴
れ舞台を楽しみたい
と思います。

祭りの「主役」として

◀大鳥毛を投げ渡す奴
観客の目の前で行う力強い演技は大名行列の華

佐々木　卓
巳午会祭礼長

須田町

◀重いみこしを担ぐ男衆
威勢のいい掛け声とともに町を練り歩く

伊文神社みこし肴町大名行列

さんさん
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笑
顔
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る「
踊
ろ
っ
茶
・
西
尾
！！
」

祭
り
の
熱
気
は
最
高
潮
に

市
民
総
踊
り
「
踊
ろ
っ
茶
・
西
尾
！！
」

は
、
今
年
で
２４
回
目
を
迎
え
ま
す
。
個
性

あ
ふ
れ
る
衣
装
を
身
に
付
け
た
参
加
者
が
、

気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
、
祭
り
最
終
日
の
夜
を
最
高
に

盛
り
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
と
一
般
部
門

に
合
わ
せ
て
１８
団
体
、
計
１
３
２
４
人
が

参
加
。
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
で
は
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ

Ｒ　
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
花
ノ
木
っ
子
（
花
ノ

木
小
学
校
）」が
、
一
般
部
門
で
は
「
西
尾

高
等
家
政
専
門
学
校
」
が
見
事
グ
ラ
ン
プ

リ
に
輝
き
ま
し
た
。
今
年
は
１９
団
体
が
参

加
。「
西
尾
小
唄
０６
」
に
乗
せ
て
、
息
の
合

っ
た
パ
ワ
フ
ル
な
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
す
。

西
尾
市
出
身
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
沢
朋
宏

さ
ん
の
熱
く
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
司
会
も
注

目
で
す
。

か
つ
て
の
祇
園
祭
で
は
、
祭
り
前
夜
に

ち
ょ
う
ち
ん
を
灯
し
、
本
番
に
向
け
て
機

運
を
盛
り
上
げ
る「
町
ぞ
ろ
い
」が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
町
ぞ
ろ
い
は
平
成
２６

年
に
復
活
。
今
年
も
本
町
通
り
に
各
町
の

祭
礼
道
具
な
ど
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。

今
年
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
　
き　
７
月
１３
日
㈮
～
１５
日
㈰

と
こ
ろ　
名
鉄
西
尾
駅
西
側
一
帯

問
合
先　
商
工
観
光
課
観
光
担
当
（
☎

６５
・
２
１
７
０
）

❶
町
ぞ
ろ
い
…
午
後
６
時
３０
分
～
９
時

❷
手
踊
り
…
午
後
６
時
３０
分
～
８
時
３０

分
❶
須
田
町
子
ど
も
み
こ
し
…
午
前
１０
時

～
１１
時
３０
分

❷
伊
文
神
社
神
前
奉
納
…
正
午
～
午
後

２
時
３０
分

❸
天
王
町
獅
子
舞
…
午
後
１
時
～
９
時

❹
吾
妻
町
親
子
獅
子
舞
…
午
後
１
時
～

９
時

❺
伊
文
神
社
み
こ
し
…
午
後
３
時
～
８

時
４０
分

❻
肴
町
大
名
行
列
…
午
後
４
時
３０
分
～

７
時
３０
分

❼
本
町
屋
形
・
先
車
展
示
…
午
後
４
時

３０
分
～
８
時

❽
中
町
大
屋
形
…
午
後
７
時
～
９
時

１３
日
㈮

１４
日
㈯

町
ぞ
ろ
い

踊
ろ
っ
茶
・
西
尾
！！

町ぞろい

手踊り

静かに出番を待つ
６つの町の祭礼道具

笑
顔
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る「
踊
ろ
っ
茶
・
西
尾
！！
」

祭
り
の
熱
気
は
最
高
潮
に

笑
顔
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る「
踊
ろ
っ
茶
・
西
尾
！！
」

祭
り
の
熱
気
は
最
高
潮
に
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祭りの後も気持ち良く

毎年、西尾市更生保護女性会
の理事３０人ほどがクリーンスタ
ッフとして参加しています。初
めて参加した１０年前はびっくり
するほど路上にごみが散乱して
いましたが、年々ごみが減り、
マナーの向上を実感しています。
祭りの後もごみが少ない、きれ
いな西尾を目指しましょう。

さん
伊澤まり子

西尾市更生保護
女性会会長

下矢田町

ボランティア

４連覇を目指して

去年初めて踊ろっ茶・西尾に
参加し、３年連続のグランプリ
を取ることができました。みん
なで息を合わせ、元気よく声を
出しながら踊れたことが良かっ
たと思います。今年も目指すは
グランプリ。６年生としてチー
ムを引っ張っていきたいです。
キレのある踊りを見てください。

くん
三輪　匠蔵
花ノ木小学校６年

踊ろっ茶・西尾

祭りを盛り上げたい

総合的な学習の時間に西尾祇
園祭の歴史などを調べています。
いろんな世代の人が楽しめる祭
りとして、続いていってほしい
です。おばあちゃんが子どもの
頃、手踊りをしていたと聞きま
した。今年は私も参加し、見て
いる人が元気になるくらい、楽
しく踊って盛り上げたいです。

さん
丸山　愛理
西尾小学校５年

地元小学生

浴
衣
姿
の
西
尾
小
学
校
の
児
童
や
市
民

の
皆
さ
ん
が
、「
正
調
西
尾
小
唄
」「
茶
摘
み

唄
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。
振
り

付
け
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
の
飛

び
入
り
参
加
も
で
き
ま
す
。

「
天
王
町
獅
子
舞
」や「
中
町
大
屋
形
」

「
須
田
町
子
ど
も
み
こ
し
」「
本
町
屋
形
・

先
車
」「
吾
妻
町
親
子
獅
子
舞
」
な
ど
は
、

祇
園
祭
の
歴
史
を
存
分
に
感
じ
ら
れ
る
催

し
。
み
こ
し
を
担
ぐ
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
声
や
、「
ヨ
イ
コ
ラ
」
と
獅
子
舞
を
囃
し

立
て
る
声
が
城
下
町
に
響
き
ま
す
。
歴
史

公
園
会
場
で
は
六
万
石
フ
ェ
ス
を
開
催
。

吹
奏
楽
や
バ
ン
ド
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ

ー
ジ
を
楽
し
め
ま
す
。
そ
の
他
に
も
催
し

は
盛
り
だ
く
さ
ん
。
屋
台
が
多
く
立
ち
並

ぶ
会
場
で
、
城
下
町
の
夏
祭
り
を
満
喫
し

て
く
だ
さ
い
。

❾
六
万
石
フ
ェ
ス
…
午
後
４
時
３０
分
～

９
時
（
午
後
４
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
）

❶
踊
ろ
っ
茶
・
西
尾
…
午
後
５
時
１５
分

～
７
時
５
分
（
表
彰
式
は
午
後
７
時

４５
分
～
８
時
３０
分
）

❷
伊
文
神
社
み
こ
し
…
午
後
８
時

❸
六
万
石
フ
ェ
ス
…
午
後
４
時
～
７
時

３０
分

１５
日
㈰

手
踊
り

催
し
盛
り
だ
く
さ
ん

祭りを上から
眺めてみよう！
クレーン車のゴンド
ラに乗って、１０分間、
上から祭りを眺めるこ
とができます。
日時　１４日㈯・１５日㈰
　午後５時～９時
場所　とんかつ錦駐車
場（塩町）
料金　３００円

天王町獅子舞

中町大屋形

吾妻町獅子舞

本町屋形・先車

祭りの始まりに華を添える手踊り
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